
主催：紀の川市

健康でみずみずしく、実りゆたかな暮らし「フルーツ・ライフ」。
そんな生き方を目指すあなたを応援する、学び舎が開塾します。
いろいろな知識を身につけ、まちを楽しく巡り、新しい仲間と集う。
そんな場から、しなやかなまちづくりの動きが始まるはずです。



こんなスクールです。

【目　　的】 健康でみずみずしい、実りある人生を「フルーツ・ライフ」としてとらえ、それを実現
する紀の川市をつくるために、フルーツのまちづくりを推進する人材を育成します。

【名　　称】

【主　　催】

【期　　間】

【会　　場】

【対　　象】

【授業構成】

【授 業 料】

【申込方法】

紀の川市まちづくり人材育成塾「フルーツ・ライフ・スクール」

紀の川市

平成 30 年 6 月～平成 31 年 2 月（全 12 回）

紀の川市内公共施設ほか

まちづくりに興味のある 15 歳以上で通年参加できる方。（高校生は保護者の許可要）
定員 22（フルーツ）名。応募多数の場合は居住地域や志望動機による選考となります。
選考結果は、5月 25 日迄に連絡します。
全 12 単位（講義・ワークショップ 9単位、フルーツ・ウォーク 3単位）
8単位以上で修了
年間 10,000 円（資料代等）
開塾時に納入のこと。その他フルーツ・ウォークの入場料や飲食代等の実費負担あり。

申込書（別添）に、志望動機を必ず記入して、
下記の申込先に持参もしくは郵送ください。

〒649-6492　和歌山県紀の川市西大井 338 番地
紀の川市農林商工部観光振興課フルーツ・ライフ・スクール担当迄
電話番号　0736-77-2511（代表）　0736-77-0843（観光振興課直通）　

願　　書
申 込 先【　　　　】

【申込期限】 平成 30 年 5 月 18 日（金）17:00 必着

市内の魅力を訪ね、
地域資源を知り、
視野を広げます。

話す、聞く、まとめ
る、企画する、人間
力を身につけます。

紀の川市特産のおい
しい果物とともに学
ぶスクールです。

たまには専門的なことを、深く学びたい。
身近な地域資源を一度きちんと訪ねたい。
違う立場の人と出会いたい、語り合いたい。
まちづくりに興味はあるけれど、何からはじめていいか。

そんな方は、
是非この「フルーツ・ライフ・スクール」にご参加ください。

このスクールでは “まちづくり” に必要な知識習得の一方で
“ひとづくり” を行うことに特色があります。講義による知識の
習得と、ワークショップによる人間力の習得をカリキュラムに
編み込みました。実際に紀の川市の様々なところを巡り、地域
の宝を知り、ここに住む誇りも育てましょう。

各分野の専門知識を
習得し、過去・現在・
未来を考えます。

フルーツ巡る知る 交わる
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6月 2日(土)

7月 7日(土)

7月22日(日)

8月 4日(土)

9月 1日(土)

9月16日(日)

10月 6日(土)

11月 3日(土)

11月18日(日)

12月 1日(土)

1月 5日(土)

2月 2日(土)

単位

ワークショップ：お互いを知ろう!!

ワークショップ：多様な果物文化を見渡す

地域の歴史、文化、自然、産業、美味しいものを歩き訪ねる。

ワークショップ：果物×まちづくり

ワークショップ：身近な歴史自慢

地域の歴史、文化、自然、産業、美味しいものを歩き訪ねる。

～ここまで学んでの感想や、これからの期待を話し合おう～

ワークショップ：農業をする？しない？討論会

地域の歴史、文化、自然、産業、美味しいものを歩き訪ねる。

ワークショップ：比べる、調べる、理解する

ワークショップ：暮らしとは何か、夫婦とは何か

～１年のまとめ。学んだことを活かして案を出し、みんなで整理しよう～

特別講義：中村愼司塾長（紀の川市長）

講義：仁藤伸昌さん（近畿大学生物理工学部 地域交流センター長）

“フルーツバス”で移動しながら、

講義：大澤 健さん（和歌山大学経済学部 教授）

講義：長谷正紀さん（和歌山県文化研究会なが 会長／関西大学 非常勤講師）

“フルーツバス”で移動しながら、

ワークショップ：今の思いを語ろう

講義：堀端 章さん（近畿大学生物理工学部 准教授）

“フルーツバス”で移動しながら、

講義：中西 望さん（和歌山社会経済研究所 研究委員）

映画鑑賞『人生フルーツ』

ワークショップ：今後やりたいことは何？

≪紀の川市のいま、これから≫

≪いったい果物とは何なのか≫

【フルーツ・ウォークⅠ】～地域資源を訪ねる～

≪フルーツ･ツーリズムとまちづくり≫

≪紀の川市の歴史と文化≫

【フルーツ・ウォークⅡ】～地域資源を訪ねる～

≪とことん話そうワイワイ会議≫

≪農業６次産業化への羅針盤 －TrendからWaveへ－≫

【フルーツ・ウォークⅢ】～地域資源を訪ねる～

≪数字から見る紀の川市≫

≪人生を考える≫

≪まちづくりアイディアを出そう≫
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こんな風に過ごします。

内　　　　　　容日付

平成30年

平成31年

※内容は変更になる場合もあります。



お問い合せ先：紀の川市農林商工部観光振興課フルーツ・ライフ・スクール担当

コーディネーター
ゆとり研究所

野口智子

和歌山県社会経済研究所　研究委員　　　　　　　　さん中西　望
12 月 1日 ( 土 )『数字から見る紀の川市』
人は宝。経営資源「ひと・もの・金・知財」の中で、経営資源を膨らませられる
のは「ひと」であり、人の能力は無限です。個の向上と和の強化によるチーム力
を発揮し、まちの課題を客観的に分析し、全体最適を考える力を養いましょう。

近畿大学生物理工学部　准教授　　　　　　　　　さん堀端　章
11 月 3日 ( 土 )『農業 6次産業化への羅針盤

－Trend からWave へー』
夢とロマンだけでは社会の波は乗りこなせません。自ら創出したものへの
深い愛情と、経済的に確かな選択眼をもち、志を同じくする優れた仲間とともに、
新しい事業に向けて果敢に船出する人に育っていただきたい。

和歌山県文化研究会なが　会長／関西大学　非常勤講師　　　　　　　　さん長谷正紀
9月 1日 ( 土 )『紀の川市の歴史と文化』
紀の川市の歴史、市内各地域の文化の特色を学び識 (し ) ることでそれぞれの地
域 (まち ) の魅力を探ろう。そして、各人が学んで得たその魅力を子や孫、自分
の周囲 (まわり ) の人々に語れる人材を目指そう。

大澤　健和歌山大学経済学部　教授　　　　　　　　さん

8 月 4日 ( 土 )『フルーツ・ツーリズムとまちづくり』

紀の川市ではフルーツ・ツーリズムに取り組もうとしています。年中フルーツが
楽しめる豊かな生活を市民とお客さんが楽しんで、心と体を健康にしようという
観光です。「フルーツのまち」づくりをみなさんで楽しみましょう。

近畿大学生物理工学部　地域交流センター長　　　　　　　　さん仁藤伸昌
7月 7日 ( 土 )『いったい果物とは何なのか』

果樹類は同じ場所で栽培され、環境の影響を受け、適地適作と言われています。
良い環境の下で良品質のフルーツを生産するにはヒトによる周到な管理が必要で
す。紀の川市のフルーツに対する心意気を芽生えさせましょう。

k080400-001＠city.kinokawa.lg.jp0736-77-2511

紀の川市の
フルーツ・ツーリズムをお世話してきました。
このスクールではワークショップを担当します。

一緒に学びましょう！ 講師に伺いました！
人材育成塾をとおして
育ってほしい人材とは？


